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熊本大学生協

総代さんいらっしゃい！
取り組み概要

日時：2025年５月16日(金)
場所：学生会館(KDSコミュニティプラザ)
カフェテリア食堂
参加者数：36名

当日の企画では、親しみやすいイラストを用いて総代の意義
や役割について説明することで、立候補者に改めて総代として
の意識をもってもらうことができていました。
また、総代会の準備物や当日の流れを事前にレクチャーする

時間を設けました。学生委員と一緒に事前学習をすることで、
参加者が自信を持って総代会に参加できるような企画となって
いました。この企画に参加した総代は、実際の総代会でも積極
的な議論を行うことができていました。

事前に総代会の学習を

レクリエーションでは、「食堂メニュー考案」を行いました。
以前の交流企画で考案されたメニューが、実際にショップで販
売された実績も伝え、組合員の意見が生協を動かす力となって
いることを感じてもらいました。
また、ユニークなメニュー案も多くみられ、会場が笑いに包

まれる場面も。生協に対して、気軽に意見を伝えることができ
ることを実感してもらいました。

組合員による意見の大切さ

背景や概要：総代立候補者向けにレクリエーショ
ンや勉強会、食事会を開催しました。立候補者の
総代会に対する意欲向上や、総代同士の交流を目
的としています。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 川端乙葉 ］ 

Kawabata.Otoha@univ.coop

学生委員はちょっとした被り物やコスチュームを身に着け、
企画中は常にポップな音楽を流すことで、会場全体は終始ほぐ
れた雰囲気で、多くの会話が生まれていました。また、企画の
最後には、食堂の人気メニューが盛り付けられたオードブルが
提供され、食事を囲みながら総代同士や組織部員との交流が行
われました。交流を通して、総代会だけにとどまらない、今後
に繋がる関係性を築くことができているようでした。

企画後も繋がる関係性作り
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